
家事育児支援を通じた
メンタルヘルスケアプロジェクト
～産後うつ病で辛い思いをする家庭がなくなるために～

保健師 井澤愛子



実施内容

•産前産後サポート事業

ECサイト
掲載



・サポート人材の育成
養成講座計6回開催
合計45名参加

うち6名実習実施

実習受け入れ先延べ19件

サポーター登録者3名
協力者3名



•地域・社会で理解を広げる活動



・サポーター飯試食交流会



事業実施スケジュール

8月 9月 10月 11月 12月 1月

実習
（1期生）

広報：SNS、「ハピすく」へのバナー広告、フリーペーパー掲載など
（※ハピすく：市が運営する子育て応援総合サイト）

※サポーターになるには
座学1回、実習1回が必須

※サポーターにはならない方
は座学のみ受講も可能
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地域で理解を広げる活動（チラシやステッカー配布・説明、協力店紹介等）

座学
（1期生）

座学
（2期生）

座学
（3期生）

実習
（2期生）

実習
（3期生）

座学
（4期生）

実習
（4期生）

座学
（5期生）

実習
（5期生）

アンケート（実習後随時）

ECサイトで産前産後サポートWEBチケット販売

産前産後サポート事業（家事育児サポート）



プロジェクト実施による成果目標の達成状況

• サポーター養成講座を月一回（全5回）開催する。

⇒達成

• サポーター養成講座実習受け入れ先（延べ15件）にアンケート調査を実施
し、サービスの質の向上に繋げる。

⇒達成

• 「子育てしやすい社会」への理解の輪を広げるため、共感を示すステッ
カーを計100部作製・配布し、地域の方々や企業に身に付けてもらう。

⇒達成



アンケート調査結果①



アンケート調査結果②

「大人のご飯をつくってください」
というご依頼も多かったです



•産前産後女性がSOSの声をあげやすくなる一助となった。
• SNSのダイレクトメッセージから法人宛にSOSの声が送られるようになった。

• Instagramのストーリーに多忙な毎日を送っている産後女性の声が頻繁に上がるようになり、サポートが必要な状況をキャッチ
しやすくなった。

•女性の副業の手段をつくった（多様な働き方を提示）
• 当法人の産前産後サポーターとして登録いただき、必要な時に働いていただくマッチングの体制をとった。

• サポーターに登録いただいている方々の多くは家族の介護をされており、働きたいけれど自由な時間が取れないという傾向が
あった。サポーターとして働くことで時間を有効に遣えかつ自己実現できてうれしいと評価をいただいている。

• かつて産後に辛い経験をした女性たちがエンパワメントされ生き生きと働いてくれており、想定外の効果があった。

•「まちぐるみ産後ケア」ネットワークの動き
• 産後ケアに一見関係のない業種とコラボすることでまち全体が産後の女性に関われる仕組みをつくっている。その発展
として医療だけ、個々の取り組みだけでなく社会の様々な立場の連携が必要であり、まち全体で産後ケアや子育てにや
さしい地域をつくっていく輪を形成した。

生み出した効果

第１回zoomミーティングの様子
1月16日に第2回開催



取り組みの課題
➡仮説は正しかったがアプローチ法に改善が必要

●当事者へのアプローチのタイミングの工夫
・既に産後の抑うつ気分が高い人は本人からSOSがあっても利用や支援に繋がらない傾向があることが分かった。

・妊娠期のうちに出会う工夫

・当事者以外からサービスを促す工夫

・産後を過ぎた人からの経験談を聴ける環境設定の工夫

〈現状〉

西条市の年間出生数800として

市ヘルパー申請数

R3～R4年 約80件

母子手帳交付

潜在患者のうち核
家族世帯のおよそ
５０％は利用して
いない計算

利用状況ゼロに近い

出産

利用多い

出産直後のニーズが高まっている
タイミングでの迅速なアプローチ

概ね退院直後～産後4か月の間に
必要なサポートを重点的に学習

受容見込み数最低でもおよそ80人

切迫早産などの自宅療養者に
利用できるメリット



•個別支援の継続 40時間/月以上の個別サポート時間を目指す。
• 主に福利厚生サービスとして導入してもらえるよう企業訪問3回/月を目標とする。出産祝いとしてサポート
サービスが定着するようギフトショップとコラボのミーティングを行う。当事者以外からサービスへアプロー
チできるよう機能強化する。

•学童期からのプレコンセプションケア

•マタニティ夫婦対象のワークショップ型両親学級の開催1回/月

•親子・家族関係などのケアや身近な相談場所つくり
• 両親学級や交流会などで個別相談の時間を設ける。

• SNSの有効活用（スタッフの経験をもとに相談したかった内容の投稿、スタッフの人柄が分かる投稿など信頼
関係を築きやすい内容のものを1回／週投稿する）。

• 公式LINEのバージョンアップ

•まちぐるみの産後ケアの仕組み形成
• 異業種とのコラボレーション事業展開

• まちぐるみ産後ケアミーティング（全4回想定）の開催と地域で広がりを生むケアの横展開実現

今後の活動予定



収支決算

•収入 •支出

費 目 予算額 決算額 比較増減 内 訳
使用料 115,800 117,810 ＋2,010 ECサイト使用料

15,950円×6か月＝
95,700円
zoom使用料
22,110円

印刷製本費 166,000 141,659 △24,341 チラシ等デザイン料
（らららデザイン）
98,500円、ステッカー
15,219円、
印刷費（ラクスル）
27,940円

広告宣伝費 200,000 335,880 ＋135,880 フリーペーパー掲載料
246,840円、
はぴすくバナー掲載料
10,000円× 6か月＝
60,000円、
西条商工会議所折込料
29,040円

人件費 30,000 30,000 0 講師謝礼5,000円×6＝
30,000円

交通費 15,000 5,112 △9,888 実習先交通費
備品 10,000 3,185 △6,815 消耗品費

合計 536,800 633,646 ＋96,846

費 目 予算額 決算額 比較増減 内 訳
プロジェクト支援

金
500,000 500,000

0 SIB出資金

自己資金 36,800 133,646 ＋96,846
合 計 536,800 633,646 ＋96,846
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チャレンジできました



ご清聴ありがとうございました


